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時
代
に
対
応
し
た
議
会
運
営
を
！ 

３
月
定
例
議
会
、
傍
聴
市
民
の
願
い 

す
ぐ
に
も
で
き
る
議
会
改
革
を
！ 

10
年
１
日
の
如
く
変
わ
ら
ぬ
議
会  

３
月
予
算
決
算
議
会
は
予
定
通
り
順
調
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

順
調
に
つ
つ
が
な
く
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

今
の
議
会
運
営
が
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。
変
化
・

進
化
の
な
い
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
を
持
つ
議
員

は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
議
員
席
か
ら
も
そ
ん
な

声
が
漏
れ
聞
こ
え
ま
す
。
お
決
ま
り
の
一
般
質
問
の

質
疑
で
は
、
変
化
し
た
多
摩
市
、
変
化
せ
ざ
る
を
得

な
い
多
摩
市
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
議
会
対
応
は
如

何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

官
・
民
を
問
わ
ず
変
化
へ
対
応
で
き
な
か
っ
た
組

織
体
が
ど
ん
な
結
末
を
迎
え
る
か
は
、
歴
史
が
証
明

し
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
は
ド
ッ
グ

イ
ヤ
ー
以
上
の
今
日
で
す
。 

議
会
変
革
の
期
は
熟
し
た 

 

多
摩
市
は
行
政
・
議
会
に
お
い

て
市
民
と
共
に
「
多
摩
自
治
基
本

条
例
」「
多
摩
市
議
会
基
本
条
例
」

を
い
ち
早
く
制
定
し
ま
し
た
。
そ

の
理
念
は
と
て
も
誇
り
に
思
え

る
も
の
で
す
。 

立
派
な
条
例
と
生
活
実
態
に
乖
離
が
大
き
く
、
議

会
の
有
り
様
に
疑
問
を
抱
く
市
民
は
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。 

そ
の
象
徴
と
し
て
、
条
例
前
文
に
は
「
情
報
公
開
」

が
し
っ
か
り
謳
わ
れ
、
議
会
は
公
開
さ
れ
ネ
ッ
ト
中

継
が
あ
り
、
資
料
は
「
行
政
資
料
室
」
に
あ
り
、「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
ネ
ッ
ト
公
開
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
誰
も
が
簡
単
に
活
用
で
き
る
情
報

公
開
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
遅
き

に
失
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
に

よ
り
よ
う
や
く
、
誰
も
が
情
報
を
活
用
で
き
る
環
境

は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
以
下
の

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

行
政
基
本
デ
ー
タ
・
新
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の 

オ
ー
プ
ン
化 

 

国
も
自
治
体
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
進
め
、
多
摩

市
に
お
い
て
も
「
新
制
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
行
財
政
刷
新
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
主
な
取
り
組
み
と
し
て
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
の
活
用
」
を
掲
げ
、
市
の
保
有
す
る
情
報
を
一

定
の
ル
ー
ル
の
も
と
二
次
利
用
が
可
能
な
デ
ー
タ

形
式
で
公
開
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
増

や
す
と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
新
公
会
計
シ
ス
テ

ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 
 

 

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

多
摩
ニ
ュ
ー
ス 

第7５号 

201６年４月２０日 

ウオッチング多摩の会 

今
号
の
特
集 

市
議
会
に
も
の
申
す
！ 

・明
確
な
意
思
表
示
を
多
摩
市
議
会
に
求
め
て 

・憤
慨
、
こ
こ
に
極
ま
れ
り 

・市
議
会
へ
の
要
望
書 

議会は自己改革の力を持っている。いまこそ市

民の声に応えて変革を成す時だ。 4ページ 
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先
ず
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る 

議
会
運
営
の
率
先
垂
範
を 

 

市
民
も
情
報
公
開
が
身
近
な
も
の
と
な
り
利
用

者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
ず
は
議
会
運
営
に

率
先
垂
範
し
活
用
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
絶
大
と

期
待
で
き
ま
す
。 

定
例
議
会
（
本
議
会
）
の
現
状
の
問
題
点 

○
通
告
一
般
質
問
（
議
員
） 

 ····· 

ペ
ー
パ
ー
の
議
場
朗
読
の
時
間
浪
費
。 

○
第
一
答
弁
（
市
長
） 

 ····· 

通
告
質
問
に
対
し
ペ
ー
パ
ー
朗
読
の
時

間
浪
費
。 

○
再
質
問
（
議
員
vs
行
政
） 

 ····· 

行
政
側
と
の
質
疑
応
答
、
核
心
論
議
へ

至
れ
ず
。 

○
議
員
の
質
問
持
ち
時
間 

 ····· 

原
則
全
議
員
（
議
長
を
除
く
）
２
５
名 

３
０
分
内
／
１
人
の
在
り
方
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
運
営
の
刷
新
を 

○
通
告
質
問
・
第
一
答
弁
は
双
方
と
も
議
会
開
催

前
に
論
点
を
ま
と
め
た
上
で
議
場
へ
。 

議
場
で
は
論
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
議
論
展

開
す
る
十
分
な
時
間
を
。 

○
議
会
で
議
員
の
発
言
で
よ
く
耳
に
す
る
、
「
行

政
へ
の
説
明
を
お
伺
い
し
ま
す
」
は
、
ま
だ
し

も
「
教
え
て
く
だ
さ
い
」
は
な
い
で
し
ょ
う
。

議
場
は
勉
強
の
場
で
は
な
い
は
ず
。
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
事
前
に
済
ま
せ
、
そ
の

上
で
議
場
で
の
質
疑
・
議
論
展
開
を
。 

○
議
員
の
資
料
要
求
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
新
公

会
計
シ
ス
テ
ム
で
可
能
な
か
ぎ
り
自
ら
用
意

す
る
。 

＊
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用
の
要
点
と
し
て
Ｄ
Ｂ

構
築
に
紐
付
け
な
ど
の
工
夫
で
使
い
や
す
い

も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
。 

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用

し
た
議
会
運
営
の
効
率
化
を
。
「
こ
ど
も
み
ら

い
会
議
」
の
小
中
学
生
で
も
や
っ
て
い
る
。 

期
待
効
果 

○
現
状
の
朗
読
劇
的
に
浪
費
さ
れ
る
時
間
が
省

け
る
。 

○
論
点
を
絞
っ
て
の
質
疑
・
提
案
と
な
る
た
め
熟

議
可
能
な
議
会
と
な
る
。 

○
市
職
員
の
事
務
作
業
の
軽
減
。 

○
議
員
の
率
先
垂
範
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
活
用

で
、
市
民
と
の
情
報
共
有
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、

課
題
で
あ
る
市
民
参
画
、
市
民
協
働
の
道
筋
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
。 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
こ
そ
市
民
主
役
へ

の
近
道
。 

 

将
来
の
多
摩
市
創
り
の 

政
策
的
予
算
の
位
置
づ
け
を 

～
修
繕
費
・
施
設
縮
減
予
算
で
は
な
く
～ 

 

１ 

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
大
規
模
修
繕
費
は
様
々
な

検
討
過
程
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
都
市
計

画
税
充
当
に
よ
り
市
の
直
接
工
事
で
従
来
手

法
で
の
方
針
と
な
っ
た
。
概
算
予
算
は
６
０

億
円
＋
α
（
１
０
～
２
０
億
円
）
が
必
要
と

の
こ
と
。 

２ 

図
書
館
問
題
は
中
央
図
書
館
建
設
・
地
域
館

の
在
り
方
な
ど
継
続
検
討
と
な
っ
て
い
る
。

桜
美
林
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
と
暫
定
中

央
図
書
館
（
旧
西
落
合
中
学
校
跡
地
）
建
設
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地
の
交
換
提
案
な
ど
も
あ
り
検
討
中
。 

３ 

上
記
の
案
が
成
立
す
る
と
桜
美
林
大
学
の
提

案
は
旧
西
落
合
中
学
校
跡
地
に
小
中
学
一
貫

校
の
設
立
と
な
っ
て
い
る
。 

多
摩
市
の
身
の
丈
以
上
の
公
共
施
設
は
築
３
０

年
以
上
経
過
で
そ
の
改
修
等
に
膨
大
な
財
源
が
必

要
と
さ
れ
、
公
共
施
設
の
再
配
置
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
財
源

に
頭
を
抱
え
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
都
市
計
画
税
の
充

当
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
桜
美
林
大
学
か
ら

の
オ
フ
ァ
ー
に
よ
り
中
央
図
書
館
問
題
も
条
件
が

整
え
ば
財
源
的
に
は
明
る
い
見
通
し
と
な
り
そ
う
。 

パ
ル
テ
ノ
ン
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
財

源
問
題
で
危
機
感
を
募
ら
せ
ら
れ
る
市
民
は
、
修
繕

費
、
公
共
施
設
の
縮
減
あ
り
き
の
案
で
は
な
く
、
未

来
の
多
摩
市
の
文
化
・
芸
術
・
教
育
都
市
創
り
へ
の

投
資
と
な
れ
ば
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。 

新
中
央
図
書
館
も
こ
れ
を
契
機
に
多
摩
市
全
体

と
し
て
の
構
想
を
見
直
し
、「
知
の
拠
点
」「
人
と
情

報
出
会
い
の
場
」
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

な
ど
を
駆
使
し
た
多
摩
市
全
体

と
し
て
と
ら
え
る
新
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
れ
ば
地
域
館
の
問
題
な

ど
解
決
の
道
筋
は
得
ら
れ
、
ト
ー

タ
ル
の
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（
投
資
対
効
果
）

は
明
白
と
な
る
。 

多
摩
市
に
義
務
教
育
の
小
中

一
貫
校
が
誕
生
す
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
こ
の
計
画
に
当
っ
て
も
土
地
・

建
物
・
財
政
が
前
提
に
は
な
る
が
、
そ
の
前
に
他
市

に
は
見
ら
れ
な
い
、
よ
り
魅
力
的
な
学
校
作
り
を
望

み
た
い
。
桜
美
林
大
学
と
な
る
と
小
学
生
か
ら
、
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、
バ
カ
ロ
レ
ア
的
な
教
育
環
境
な
ど

想
像
し
て
み
た
く
な
る
。 

少
子
高
齢
化
で
財
政
を
ど
う
す
る
か
は
、
次
の
多

摩
市
創
り
の
た
め
の
政
策
予
算
と
し
て
の
戦
略
性

を
持
つ
位
置
づ
け
と
し
て
こ
そ
市
民
の
心
も
明
る

く
前
向
き
と
な
る
。 

 

デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
ま
ち
の
か
た
ち 

 

平
成
28
年
予
算 

市
民
税 

＝ 

１
２
４
・
５
億
円 

固
定
資
産
税 

＝ 

１
３
２
・
６
億
円 

固
定
資
産
税 

→ 

評
価
額
の
1.4
％ 

都
市
計
画
税 

→ 

評
価
額
の
0.2
％ 

皆
さ
ん
、
ご
自
分
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

を
計
算
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

パ
ル
テ
ノ
ン
の
修
繕
費
に
60
億
円
～
80
億
円
を

出
せ
と
言
わ
れ
る
と
頭
に
血
が
上
り
ま
す
が
、
パ
ル

テ
ノ
ン
を
人
の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
稼
げ
る
場
と
し

て
将
来
へ
の
投
資
と
見
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。 

そ
の
た
め
に
は
、
入
れ
物
の
修
繕
以
前
に
、
ま
ち

創
り
の
「
場
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
る
経
営

の
プ
ロ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
建
物
だ
け
が
立
派
に
な

っ
て
も
…
…
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

ハ
ー
ド
先
行
型
で
は
ま
た
ま
た
お
荷
物
を
抱
え
、

子
ど
も
た
ち
に
負
の
財
産
を
残
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。 

ま
ち
の
魅
力
が
失
わ
れ
、
住
む
人
が
減
る
こ
と
は
、

家
の
資
産
評
価
額
が
失
わ
れ
、
結
果
と
し
て
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
も
目
減
り
し
、
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
と
な
っ
て
し
ま
う
政
策
に
は
NO
を
！ 

 

文
責
：
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
多
摩
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

代
表 

神
津
幸
夫 

   

市民１４万人全員が 

ウオッチャーであり 

サポーター！ 



市民と市政をつなぎ議会傍聴を続ける ウオッチング多摩ニュース 2016年 4月 20日発行 (設立 1998年) 

4 

 

明
確
な
意
思
表
示
を 

多
摩
市
議
会
に
求
め
て 

～ 

ド
ン
・キ
ホ
ー
テ
を
演
じ
る 

～ 

豊
ケ
丘 

大
橋
慶
一 

 

以
前
投
稿
し
た
『
市
議
会
本
会
議
で
の
請
願
・
陳

情
審
議
の
七
不
思
議
』（『
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
多
摩
』
68

号
：
２
０
１
４
年
7
月
31
日
）
の
後
日
談
と
、
今

後
の
こ
と
で
あ
る
。 

多
摩
市
議
会
に
は
ゴ
ー
ス
ト
が
い
る 

多
数
決
と
は
、
元
々
の
提
案
に
対
し
て
、
賛
否
、

あ
る
い
は
、
棄
権
の
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
だ
。 

「
つ
む
ぎ
館
・
関
戸
公
民
館
の
存
続
を
求
め
る
」

（
25
陳
情
第
8
号
）
は
、
25
人
の
議
員
の
12
票
が

「
採
択
」、
13
票
が
「
趣
旨
採
択
」
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
本
会
議
の
結
果
は
、
誰
ひ
と
り
提
案
し
て
い

な
い
「
不
採
択
」
に
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
不

採
択
を
唱
え
た
ゴ
ー
ス
ト
が
多
摩
市
議
会
に
い
た

と
い
う
こ
と
だ
。 

多
摩
市
議
会
は
ジ
ョ
ー
ク
が
お
好
き 

趣
旨
採
択
だ
け
で
は
な
い
が
、
多
摩
市
議
会
の
議

決
の
仕
方
は
素
人
の
私
で
も
、
お
か
し
い
と
思
う
こ

と
が
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
、
政
策
提
言
と

し
て
、「
市
議
会
で
の
請
願
・
陳
情
・
政
策
提
案
の

審
議
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
の
市
民
政
策
提
案
・
提

言
」（
26
政
策
提
案
第
5
号
）
を
提
出
し
た
。
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
を
演
じ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。 

提
案
説
明
の
中
で
、
問
題
の
原
因
は
、
「
趣
旨
採

択
」
だ
と
主
張
し
た
の
に
、
議
会
の
返
答
は
、
そ
の

「
趣
旨
採
択
」
。
多
摩
市
議
会
は
、
ジ
ョ
ー
ク
が
お

好
き
と
見
え
る
。 

多
摩
市
議
会
に
も
メ
ン
ツ
は
あ
る 

向
こ
う
が
そ
の
気
な
ら
、
こ
っ
ち
も
こ
っ
ち
と
い

う
わ
け
で
、
次
の
議
会
に
、
「
請
願
・
陳
情
の
審
議

に
お
け
る
趣
旨
採
択
の
再
検
討
を
求
め
る
請
願
」

（
27
請
願
第
1
号
）
と
、
正
面
か
ら
、「
趣
旨
採
択
」

廃
止
の
請
願
を
し
た
。 

そ
の
提
案
説
明
の
中
で
、「
ジ
ョ
ー
ク
は
、
一
度

目
は
、
笑
い
を
誘
う
け
れ
ど
、
二
度
目
に
な
る
と
、

笑
い
者
に
な
り
ま
す
ね
。」
と
捨
て
台
詞
を
入
れ
て

お
い
た
。
感
受
性
は
ま
だ
少

し
は
、
残
っ
て
い
る
よ
う
で
、

「
趣
旨
採
択
」
の
再
検
討
を

と
い
う
請
願
を
、
多
摩
市
議

会
は
、「
趣
旨
採
択
」
で
ご
ま

か
さ
な
い
で
、
き
ち
ん
と
「
不

採
択
」
に
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、

メ
ン
ツ
は
あ
る
ん
だ
。 

「
趣
旨
採
択
」は 

「不
採
択
」と
ほ
と
ん
ど
同
義
語 

字
面
か
ら
、「
趣
旨
採
択
」
は
、「
採
択
」
に
準
ず

る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、
行
政
も
、
市
長
も
、
議

会
も
、「
趣
旨
採
択
は
、
ほ
と
ん
ど
、
不
採
択
に
等

し
い
」
と
い
う
理
解
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
う
で
な

い
の
は
、
市
民
だ
け
で
あ
る
。 

実
例
を
挙
げ
る
。
「
東
寺
方
図
書
館
の
存
続
を
求

め
る
陳
情
」（
26
陳
情
第
17
号
）
は
、
趣
旨
採
択
に

な
っ
た
。
趣
旨
採
択
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

と
い
う
市
民
の
電
話
で
の
質
問
に
対
し
、
市
役
所
の

担
当
課
長
は
、
「
趣
旨
採
択
と
は
、
バ
ツ
と
い
う
こ

と
で
す
。」
と
堂
々
と
答
え
た
。 

ま
た
、
採
択
に
な
っ
た
「
豊
ヶ
丘
複
合
館
（
図
書

館
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
・
老
人
福
祉
館
・
地
区

市
民
ホ
ー
ル
）
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
」（
25
陳
情

第
16
号
）
に
関
し
て
、
市
長
は
、
様
々
の
集
会
で
、

1
票
差
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
ん
な
僅

差
で
重
要
な
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か

と
、
恨
み
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
13
票
の
採
択

と
、
12
票
の
趣
旨
採
択
で
、
不
採
択
は
誰
も
し
な

か
っ
た
の
に
、
1
票
差
と
い
わ
れ
る
の
は
、
市
長

は
、
趣
旨
採
択
は
不
採
択
と
考
え
て
お
ら
れ
る
か
ら

だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
議
会
も
、
先
に
挙
げ
た
「
陳
情
・
政
策
提

案
の
審
議
方
法
の
改
善
」
を
趣
旨
採
択
に
し
た
の
に
、

そ
の
後
、
改
善
に
向
け
て
、
何
か
検
討
を
し
た
痕
跡

今
号
の
特
集 

市
議
会
に
も
の
申
す
！ 

投稿 
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は
な
い
。
や
は
り
、
あ
れ
は
、
不
採
択
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。 

多
摩
市
議
会
は
近
隣
自
治
体
か
ら
も 

遅
れ
て
い
る 

ど
の
部
分
が
い
い
の
か
、
ダ
メ
な
の
か
も
い
わ
な

い
で
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で
逃
げ
て
い
る
う
ち
は
、
進

歩
は
な
い
。
近
隣
で
は
、
八
王
子
市
、
町
田
市
、
日

野
市
の
市
議
会
に
は
、
そ
も
そ
も
、
趣
旨
採
択
と
い

う
選
択
肢
は
な
い
。
国
立
市
は
、
3
年
前
、
趣
旨

採
択
を
廃
止
し
た
。
ま
た
、
稲
城
市
は
、
趣
旨
採
択

の
他
に
、
範
囲
を
明
確
に
し
た
一
部
採
択
が
あ
る
。 

ド
ン
・キ
ホ
ー
テ
は
考
え
る 

現
状
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
進
歩

に
つ
な
が
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
ら
、

住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
の
か
、
そ
の
理
想
を
実
現

す
る
た
め
に
、
建
設
的
な
議
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
、
根
本
的
な
作
戦
変
更
を
検
討

し
て
い
る
。 

        

憤
慨
、
こ
こ
に
極
ま
れ
り 

平
成
28
年
２
月
１
日 

多
摩
市
長 

殿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市
議
岩
永
ひ
さ
か 

殿 

若
手
市
議
各
位 

殿  

多
摩
市
民
の
一
人 

多
摩
市
諏
訪
在
住 

山
田
裕
四 

 

記 

 １ 

①
多
摩
広
報
１
月
20
日
号
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
再
生
方
針
」
に
関
す
る
記
事 

②
岩
永
市
議
発
行
の
１
月
号
（
１
３
０
号
）
ほ

う
れ
ん
そ
う
記
事 

③
日
経
新
聞
１
月
28
日
地
方
版
「
子
育
て
世
代

向
け
ツ
ア
ー
」
記
事 

④
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
多
摩
ニ
ュ
ー
ス
１
月
30
日
号

（
74
号
）
「
あ
ら
た
め
て
熟
議
を
求
め
る
」 

の
記
事
の
う
ち
冒
頭
部
分
「
市
長
も
議
員
も

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
世
代
交
代
の
時
に
あ
り

（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
に
関
す
る
問
題
）
先

を
見
た
政
策
転
換
が
必
要
と
訴
え
る
が
そ
の

核
心
に
触
れ
る
よ
う
な
動
き
（
政
策
の
実
行

等
）
は
兆
し
さ
え
一
向
に
見
え
な
い
」 

以
上
の
記
事
を
読
ん
で
私
は
驚
く
と
と
も
に
腹

が
立
ち
ま
し
た
。 

２
市
長
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
。
市
の
職
員
は
何
を

し
て
い
る
の
か
。
若
手
議
員
は
勉
強
し
て
い
な
い

の
か
と
。 

 ３
私
は
数
年
前
「
子
供
居
場
所
作
り
（
？
）
委
員
会
」

の
委
員
を
担
当
し
、
市
の
職
員
が
新
し
い
業
務
を

増
や
す
こ
と
を
極
度
に
嫌
う
の
を
見
聞
し
て
驚

き
、
一
方
市
議
会
を
傍
聴
し
て
、
与
党
の
年
長
議

員
が
居
眠
り
、
野
次
る
暴
徒
で
あ
る
の
を
目
撃
し

た
の
で
、
議
員
歳
費
を
返
上
せ
よ
と
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
紙
に
投
稿
し
た
。 

 

４
子
育
て
世
代
向
け
ツ
ア
ー
の
募
集
が
「
１
０
組
」

と
は
驚
き
で
あ
る
。 

 

５
若
手
議
員
は
、
上
記
の
市
長
お
よ
び
市
職
員
の
こ

ど
も
騙
し
の
よ
う
な
企
画
に
対
抗
し
た
政
策
を

勉
強
し
て
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

６
そ
れ
に
は
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
代
表
が
ほ
め
て
い

る
岩
永
市
議
の
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

７
つ
い
で
な
が
ら
、
今
思
い
つ
く
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再

生
策
を
付
記
す
る
と 

１ 

パ
ル
テ
ノ
ン
南
の
芝
生
公
園
の
一
角
に
「
児

童
図
書
館
（
遊
び
場
所
併
設
）
」
を
建
築
す

る
。 

２ 

諏
訪
、
永
山
、
貝
取
各
団
地
の
商
店
街
の
空
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室
に
「
０
歳
保
育
園
」
を
開
設
す
る
。 

３ 

閉
鎖
小
中
学
校
跡
地
に
「
私
立
の
中
高

一
貫
校
」
を
誘
致
す
る
。 

４ 
そ
の
建
設
資
金
は
国
、
都
よ
り
補
助
金

の
支
援
を
受
け
る
。 

５ 

テ
レ
ビ
新
聞
広
告
に
「
０
歳
保
育
児
の

待
機
児
を
ゼ
ロ
と
し
、
中
高
教
育
の
充

実
を
目
指
す
多
摩
市
」
と
す
る
。 

６ 

多
摩
セ
ン
タ
ー
の
コ
コ
リ
ア
内
に
「
丸

善
が
開
店
中
売
り
場
面
積
１
２
０
０

坪
、
販
売
本
約
70
万
冊
、
多
摩
市
内
に

書
籍
の
殿
堂
あ
り
と
宣
伝
す
べ
し
。 

入 会 申 込 書 

氏名 

住所 

電話・FAX 

メールアドレス 

■会費・カンパ振込先■ 

みずほ銀行多摩センター支店 1197246 

「多摩市議会ウオッチングの会」 

■申し込み■ 

「ウオッチング多摩」の会 代表 神津幸夫 

〒206-0034 多摩市鶴牧 3-14-2-102  042-372-9496 

HP: http://watching-tama.com/ 

★入会金は必要ありませんが、会報発行等の活動維持の

ために年会費 2000円を頂いております。 

多
摩
市
議
会
議
長 

萩
原
重
治 

殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
の
改
善
要
望 

平
成
27
年
９
月
よ
りYouTube
 

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
生
中
継
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

自
治
基
本
条
例
の
情
報
の
共
有
、
及
び
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
で
あ
る
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
す
る

た
め
に
大
変
有
効
な
措
置
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
視
聴
市
民
の
数
が
少
な
く
、
尚
且
つ
市
民
か
ら
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
良
い
こ
と
と
し
て
機
器
の
設
置
か
ら
今
日
ま
で
中
継
映
像
は
、
固
定

カ
メ
ラ
（
本
会
議
場
は
２
台
，
委
員
会
室
は
１
台
）
の
み
で
の
撮
影
で
、
議
場
の
議
員
諸
兄
の
姿
は
殆

ど
後
ろ
か
ら
の
カ
メ
ラ
の
映
像
の
み
。
し
か
も
画
像
の
解
像
度
が
悪
く
、
質
疑
を
行
う
議
員
や
理
事
者

の
表
情
も
よ
く
見
え
な
い
。
さ
ら
に
音
声
の
同
調
の
仕
方
も
悪
く
、
音
声
が
途
切
れ
た
り
、
聞
き
取
れ

な
い
場
面
も
あ
る
。
肝
心
の
発
言
内
容
も
記
録
す
る
の
に
困
惑
す
る
始
末
で
あ
る
。 

こ
れ
で
は
ネ
ッ
ト
中
継
を
や
っ
て
い
ま
す
と
い
う
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
に
す
ぎ
ず
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
は
名
ば
か
り
で
は
な
い
の
か
。 

固
定
カ
メ
ラ
を
移
動
カ
メ
ラ
と
し
て
議
員
と
理
事
者
の
丁
々
発
止
の
シ
ー
ン
を
ア
ッ
プ
で
撮
影
し

ラ
イ
ブ
の
迫
力
を
上
げ
て
頂
き
た
い
が
、
そ
こ
ま
で
の
要
求
は
酷
で
あ
ろ
う
。
せ
め
て
、
固
定
カ
メ
ラ

の
台
数
を
増
や
し
て
本
会
議
場
に
３
台
、
（
質
問
者
、
答
弁
者
に
各
１
台
、
議
席
全
体
を
議
長
席
か
ら

見
渡
せ
る
１
台
）。
委
員
会
室
に
も
１
台
、
委
員
会
室
は
委
員
長
側
か
ら
説
明
者
側
を
映
す
１
台
、
を

増
設
し
て
欲
し
い
。
そ
の
際
、
既
設
カ
メ
ラ
の
解
像
度
を
上
げ
議
員
各
位
の
表
情
が
読
み
取
れ
る
も
の

に
し
て
ほ
し
い
。
議
場
で
の
晴
れ
舞
台
で
の
迫
真
の
演
技
を
市
民
は
期
待
し
、
ネ
ッ
ト
中
継
の
視
聴
者

を
増
や
し
、
真
に
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
、
音
声
面
の
改
善
も
し

っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
委
員
会
室
の
音
声
は
雑
音
が
多
い
の
と
一
部
映
像
と
の
同
調
が
不
良
で

音
飛
び
が
多
い
。
こ
れ
は
至
急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。
記
録
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
だ
。 

開
か
れ
た
議
会
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
改
善
策
を
早
急
に
実
施
し
て
市
民
参

加
・
参
画
の
機
会
を
キ
チ
ン
と
保
証
し
て
も
ら
い
た
い
。 

以
上
、
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
多
摩
の
会
か
ら
ネ
ッ
ト
中
継
の
改
善
策
と
し
て
要
望
い
た
し
ま
す
。
議
長
に

お
か
れ
ま
し
て
は
要
望
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
文
書
に
て
回
答
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

永
山 

元
山
隆 

市議会への要望書 


